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１．緒言

第3期スポーツ基本計画1 ）において、「国
民がスポーツに親しむ上で不可欠となる

『ハード（場づくり）』『ソフト（環境の構築）』
『人材』といった基盤を確保・強化するため、
場づくりや環境の構築、スポーツに関わる人
材の育成等を進める」という政策目標を挙げ
ている。その中でも、「社会経済の変化に伴
う住民ニーズ（量・質）の変化に応じた計画
的なストックマネジメントの下で、地域にお
いて、住民の誰もが気軽にスポーツに親しむ

ことができる場の量的、質的な充実がなお一
層求められている」という現状から地域住民
が気軽にスポーツに親しめる「場づくり」の
実現を掲げている。さらに、政策目標を既存
施設の有効活用やスポーツ施設以外のスポー
ツができる場の創出1 ）としているため、ス
ポーツに親しむうえで、既存の施設や新たな
場の創出は重要な位置付けとされている。

スポーツ庁（2018）の体育・スポーツ施
設現況調査2 ）において、体育・スポーツ施
設は「学校体育・スポーツ施設」「大学・高
等専門学校体育施設」「公共スポーツ施設」
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「民間スポーツ施設」に分類されている。さ
らに我が国の施設設置数は、187,184箇所で
あり詳細な内訳は、学校体育・スポーツ施
設113,054箇所（60.4%）、大学・高等専門学
校体育施設6,122箇所（3.3%）、公共スポーツ
施設51,611箇所（27.6%）、民間スポーツ施設
16,397箇所（8.8％）であり、体育・スポーツ
施設は平成8年以降継続して減少傾向にあり、
学校の統廃合や施設の老朽化によることが原
因であると報告されている。笹川スポーツ財
団（2020）の「運動・スポーツの実施場所・
利用施設の調査報告」3 ）では、過去1年間の

「よく行った」実施頻度の高い場所・施設で
示されたのは、「道路（57.3％）」「自宅（庭・
屋内等）（32.9％）」「体育館（17.1％）」であっ
た。この背景には、新型コロナウイルス感染
拡大の影響により自宅周辺でできる運動・ス
ポーツが増えたと考えられている3 ）。しかし
ながら、体育館が上位項目として報告されて
いるのも現状である。このように、近年、運
動・スポーツの実施場所や利用施設は生活環
境の変化に伴い多岐に渡っている。さらに、
体育・スポーツ施設は老朽化に伴う施設数の
減少や既存施設の有効活用の検討も挙げられ
ており、既存のスポーツ施設に着目すること
は、今後のスポーツ振興においても意義のあ
るものであると考えられる。

スポーツ施設の利用者に着目している研
究は多く蓄積されている。施設利用におけ
る利用者の満足度に関して調査しているも
の4 ）～ 7 ）、さらには、スポーツ施設利用者の
ライフスタイル8 ，9 ）やスポーツ行動に着目
し、構造化した研究10）が実施されている。
このように近年のスポーツ施設利用者に着目
した研究は、施設に対しての満足度や利用者
の生活様式・行動を明らかにした研究が多く
行われ、スポーツ施設利用者の特性が明らか
にされてきた。また、スポーツ庁のスポーツ

の実施状況等に関する世論調査11）において、
「運動やスポーツを実施した理由」の上位項
目が、「健康のため（76.2％）」「体力増進・
維持のため（52.0％）」「運動不足を感じるか
ら（48.1％）」と報告し、スポーツに関する
国民の意識を把握し今後の施策の手掛りとし
ている。しかしながら、スポーツ施設利用者
に限定した調査ではないため、運動・スポー
ツを実施する理由とスポーツ施設を利用する
理由の差別化を図るためにスポーツ施設利用
者に限定し調査する必要性がある。

既存のスポーツ施設の有効活用や生活環境
に対応した施策を検討していくには、スポー
ツ施設利用者の特性やスポーツ施設を利用す
る理由の基本的な情報の把握が手掛かりとな
り、今後のスポーツ施設研究において有意義
な資料になり得る。

そこで本研究は、スポーツ施設利用者の施
設を利用する理由を抽出し、今後の研究資料
となり得る基本的情報を整理することを目的
とした。

２．研究方法

2.1　調査対象者
本調査はインターネット調査会社（ネオ

マーケティング）を通し、2021年3月に全国
の運動・スポーツ施設利用者（部活動・サー
クル活動などの団体利用は含めず、個人利用
に限定）600名を対象にアンケート調査を実
施した。本調査はインターネット調査会社を
通じて行ったため、調査対象者に対し、調査
実施前に調査内容およびデータの使用方法等
の説明や同意については調査会社へ委託し
た。その際、無記名による調査のため、調査
対象者に不利益が被らないことの旨を調査会
社へ伝えた。尚、本調査は神戸医療未来大学
倫理審査委員会の承認（管理番号：2020015）
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を受けて行った。

2.2　調査項目
2.2.1　基本的属性
 　調査対象者の基本的属性は、「性別」「年代」

「居住地域」「職業」を設定した。居住地域に
関しては47都道府県を選択肢として設定し地
域区分した。

2.2.2　スポーツ施設利用について
 　調査対象者の運動・スポーツ施設利用に関
して、「利用施設」「利用頻度（月）」「スポー
ツ施設を利用する目的」を設定した。利用施
設に関しては、「学校体育・スポーツ施設」「大
学・高等専門学校体育施設」「公共スポーツ
施設」「民間スポーツ施設」のスポーツ庁が
定める４つに分類2 ）し、主に利用している
施設の回答を得た。尚、「スポーツ施設を利
用する目的」に関しては、自由記述にて回答
を求めた。

2.3　分析方法
本調査の統計処理は SPSS Statistics 25、

KHCoder3を用いた。

2.3.1　単純集計
 　調査により得られた結果について、調査対
象者の「性別」「年代」「居住地域」「職業」「利
用施設」「利用頻度（月）」に対して単純集計
を実施した。「性別」と「年代」及び「性別」「年代」
と利用施設についてはクロス集計を実施した。

2.3.2 　自由回答のテキストマイニングによる
分析

 　「スポーツ施設を利用する目的」を自由記
述にて回答を求めて、得られた結果につい
てテキストマイニングツールの KHCoder312）

を用いた。

３．結果

3.1　基本的属性
表1は、調査対象者の属性について示した

結果である。性別は「男性」71.2％、「女性」
28.8％という結果であった。年代は「10代」
0.3％、「20代」2.0％、「30代」13.5％、「40代」
25.5％、「50代」27.7％、「60代」31.0％とい
う結果であった。

表2は、調査対象者の属性について示した
結果である。居住地域は「北海道・東北地
方」7.6%、「関東地方」44.8%、「中部地方」
14.8％、「関西地方」19.3%、「中国地方」4.2%、

「四国地方」0.8％、「九州・沖縄地方」8.3%
という結果であった。職業についての上位
項目は、「会社員・団体職員（正社員、教
員）」42.7％、次いで「無職・休職中・求職中」
11.0％、「自営業・個人事業主・フリーランス」
10.0％という結果であった。

表3は、「性別」と「年代」をクロス集計し
た結果である。「男性」は「20代」41.7％、「30代」
56.8％、「40代」63.4％、「50代」78.3％、「60代」
80.1％であった。「女性」は「10代」100.0％、「20
代」58.3％、「30代」43.2％、「40代」36.6％、「50
代」21.7％、「60代」19.9％であった。

 表１　調査対象者の属性

項目 度数 ％
性別 男性 427 71.2
　 女性 173 28.8

年代 10代 2 0.3
　 20代 12 2.0
　 30代 81 13.5
　 40代 153 25.5
　 50代 166 27.7
　 60代 186 31.0

n=600

3.2　スポーツ施設利用について
表4は、調査対象者のスポーツ施設利用に
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ついて示した結果である。主に利用している
運動・スポーツ施設は「学校体育・スポーツ
施設」8.7％、「大学・高等専門学校体育施設」
0.7％、「公共スポーツ施設」39.2％、「民間ス
ポーツ施設」51.5％という結果であった。施
設の利用頻度は、「月1～3回」41.5％、「月4
～6回」24.8％、「月7～10回」16.7％、「月11
～14回」2.0％、「月15回以上」15.0％という
結果であった。

表5は、「利用施設」と「性別」をクロス集
計した結果である。「男性」は「学校体育・
スポーツ施設」9.0％、「大学・高専体育施設」
0.4％、「公共スポーツ施設」42.2％、「民間ス
ポーツ施設」48.4％という結果であった。「女

性」は「学校体育・スポーツ施設」8.1％、「大
学・高専体育施設」1.2％、「公共スポーツ施設」
31.8％、「民間スポーツ施設」58.9％という結
果であった。

表6は「利用施設」と「年代」をクロス集
計にて示した結果である。「10代」は「公
共スポーツ施設」50.0％、「民間スポーツ施
設」50.0％という結果であった。「20代」は

「学校体育・スポーツ施設」25.0％、「大学・
高専体育施設」8.3％、「公共スポーツ施設」
16.7％、「民間スポーツ施設」50.0％という
結果であった。「30代」は「学校体育・ス
ポーツ施設」17.3％、「大学・高専体育施設」
1.2％、「公共スポーツ施設」40.7％、「民間ス

 表２　調査対象者の属性

項目 度数 ％
居住地域 北海道・東北地方 46 7.6
　 関東地方 269 44.8
　 中部地方 89 14.8
　 関西地方 116 19.3
　 中国地方 25 4.2
　 四国地方 5 0.8
　 九州・沖縄地方 50 8.3
職業 会社経営者・役員・団体役員 26 4.3
　 会社員・団体職員（正社員 , 教員） 256 42.7
　 会社員・団体職員（派遣 , 契約社員） 43 7.2
　 自営業・個人事業主・フリーランス 60 10.0
　 自由業（開業医 , 弁護士事務所経営等） 6 1.0
　 公務員 19 3.2
　 学生 6 1.0
　 主婦・主夫（専業） 58 9.7
　 パート・アルバイト・フリーター 56 9.3
　 無職・休職中・求職中 66 11.0
　 その他 4 0.7

n=600

 表３　性別と年代別のクロス集計表

項目
10代（n=2） 20代（n=12） 30代（n=81） 40代（n=153） 50代（n=166） 60代（n=186）
度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

男性 0 － 5 41.7 46 56.8 97 63.4 130 78.3 149 80.1
女性 2 100.0 7 58.3 35 43.2 56 36.6 36 21.7 37 19.9
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ポーツ施設」40.7％という結果であった。「40
代」は「学校体育・スポーツ施設」9.8％、「公
共スポーツ施設」39.2％、「民間スポーツ施
設」51.0％という結果であった。「50代」は

「学校体育・スポーツ施設」6.0％、「大学・
高専体育施設」1.2％、「公共スポーツ施設」
41.6％、「民間スポーツ施設」51.2％という結
果であった。「60代」は「学校体育・スポー
ツ施設」5.4％、「公共スポーツ施設」37.6％、

「民間スポーツ施設」57.0％という結果であっ
た。

表7は、スポーツ施設を利用する目的を自
由記述のテキストマイニングによる分析結果
について示したものである。施設利用目的の

総抽出語数は3,119語であり、出現頻度が高
い順に「健康維持」「健康」「ダイエット」「維
持」「練習」「体力」「運動」「体力維持」「ス
トレス解消」「ゴルフ」「スポーツ」…などと
いう結果となった（上位100語（21位まで））。

図1は、スポーツ施設を利用する目的の自
由記述のテキストマイニングの共起ネット
ワークにより抽出された結果であり、10の
テーマに分類された。代表的な分類として

「健康」「維持」「体力」「向上」「目的」「休養」
や「施設」「スポーツ」「仲間」「指導」「交流」

「安全」といったテーマが抽出された。

 表４　スポーツ施設利用について

項目 度数 ％
利用施設 学校体育・スポーツ施設 52 8.7

大学・高等専門学校体育施設 4 0.7
公共スポーツ施設 235 39.2
民間スポーツ施設 303 51.5

利用頻度 月 1 ～ 3 回 249 41.5
月 4 ～ 6 回 149 24.8
月 7 ～10回 100 16.7
月11～14回 12 2.0
月15回以上 90 15.0

n=600

 表５　利用施設と性別のクロス集計表

項目
男性（n ＝427） 女性（n ＝173）
度数 ％ 度数 ％

学校体育・スポーツ施設 38 9.0 14 8.1
大学・高専体育施設 2 0.4 2 1.2
公共スポーツ施設 180 42.2 55 31.8
民間スポーツ施設 207 48.4 102 58.9

 表６　利用施設と年代別のクロス集計表

項目
10代（n=2） 20代（n=12） 30代（n=81） 40代（n=153）50代（n=166）60代（n=186）
度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

学校体育・スポーツ施設 0 － 3 25.0 14 17.3 15 9.8 10 6.0 10 5.4
大学・高専体育施設 0 － 1 8.3 1 1.2 0 － 2 1.2 0 －
公共スポーツ施設 1 50.0 2 16.7 33 40.7 60 39.2 69 41.6 70 37.6
民間スポーツ施設 1 50.0 6 50.0 33 40.7 78 51.0 85 51.2 106 57.0
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４．考察

本研究は、スポーツ施設利用者の施設を利
用する理由を抽出し、今後の研究資料となり
得る基本的情報を整理することを目的とし
た。

運動・スポーツ施設に関しては、我が国の
施設設置数2 ）と比較すると本調査で得られ
た主に利用しているスポーツ施設は、学校体
育・スポーツ施設と大学・高専体育施設の利
用率が少なく、施設設置割合と利用施設割合
は一致していないことが明らかとなった。尚、
本調査は部活動・サークル活動などチーム単
位での利用は回答に含めず、あくまでも個人
利用に限り調査を実施しているため一概には
言えないが、公共スポーツ施設や民間スポー

ツ施設がスポーツ施設利用の一躍を担ってい
ることが示唆された。長岡（2008）は、学校
体育・スポーツ施設は成人の定期的な利用の
割合は少なく、地域住民のニーズに十分に対
応しているとは言えない現状があるとし、学
校・体育スポーツ施設が「地域住民への『場
の提供（開放）』であるという考えにとどま
らず、施設の『共同の利用』に意識を転換し
ていくことが必要」13）と指摘している。さ
らに、公共スポーツ施設と民間スポーツ施設
の利用者を性別と年代で比較してみると、男
性は女性より公共スポーツ施設を利用し、女
性は男性より民間スポーツ施設を利用してい
た。また、40代以上では民間スポーツ施設の
利用は50％以上の結果が表れている。松永

（1999）の潜在的な民間利用希望者は、男性

 表７　施設利用目的の抽出語　上位100語（21位まで）

順位 抽出語 出現
回数 順位 抽出語 出現

回数 順位 抽出語 出現
回数 順位 抽出語 出現

回数
1 健康維持 89 16 好き 10 21 楽しい 5 20 体力向上 4
2 健康 69 17 トレーニング 9 21 健康促進 5 20 体力作り 4
3 ダイエット 30 17 リフレッシュ 9 21 行う 5 20 鍛える 4
4 維持 29 17 筋力 9 21 参加 5 20 通る 4
4 練習 29 17 転換 9 21 指導 5 21 ウォーキング 3
5 体力 28 18 運動不足 8 21 場所 5 21 サッカー 3
6 運動 26 18 交流 8 21 増進 5 21 スキー 3
7 体力維持 24 18 出来る 8 21 体重 5 21 スキル 3
8 ストレス解消 23 18 体型維持 8 21 野球 5 21 ソフトボール 3
9 ゴルフ 20 18 仲間 8 21 友人 5 21 ダンス 3
10 スポーツ 19 18 目的 8 20 コミュニケーション 4 21 チーム 3
10 利用 19 19 バドミントン 7 20 サークル 4 21 バレーボール 3
11 運動不足解消 17 19 安い 7 20 ヨガ 4 21 プール 3
11 体 17 19 試合 7 20 安価 4 21 ランニング 3
12 楽しむ 15 20 やすい 6 20 一緒 4 21 リハビリ 3
12 施設 15 20 楽しみ 6 20 泳ぐ 4 21 一番 3
13 テニス 14 20 器具 6 20 家 4 21 楽しめる 3
14 ストレス発散 13 20 筋トレ 6 20 解消 4 21 競技 3
15 気分 11 20 行く 6 20 技術 4 21 教室 3
15 趣味 11 20 子供 6 20 近い 4 21 合気道 3
15 動かす 11 20 身体 6 20 使う 4 21 自身 3
16 筋肉 10 20 水泳 6 20 時間 4 21 周り 3
16 健康管理 10 20 設備 6 20 自分 4 21 整備 3
16 健康増進 10 20 特に 6 20 手軽 4 21 生活 3
16 向上 10 21 安全 5 20 整う 4 21 走る 3
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が6割で29歳以下が4.5割を占め14）、米谷らの
民間スポーツ施設利用者の実態調査では、男
性が5割を超え、20代が約5割であり15）、民間
スポーツは男性と若年層の利用が高いことが
報告されている。このことからも、本調査で
得られた施設利用者の特性では学校体育・ス
ポーツ施設や大学・高等専門学校体育施設の
利用率は少なく、各種学校設置者側と地域住
民のニーズの観点からも共同し有効活用でき
る環境整備もより検討しなくてはいけない課
題であろう。また、生活環境の変化に伴った、
施設を利用する理由については下記に記す。

スポーツ庁の運動・スポーツを実施した理
由11）の上位項目では「健康のため」「体力増進・
維持のため」「運動不足を感じるから」「楽し

み、気晴らし」「筋力増進・維持のため」と
報告されている。本調査の施設を利用する目
的では、「健康維持」「ダイエット」「練習」「体
力」が自由記述の語句から多く抽出されてい
る。これらの結果を比較すると、健康・体力
といった差異がない項目もあるが、本調査で
は、「ダイエット」や「練習」の項目が抽出
されている。運動・スポーツを実施する理由
とスポーツ施設を利用する理由では、『健康
や体力向上』に対しては似通っており、ダイ
エットや練習のためという『自己の向上』を
理由とした点が運動・スポーツを実施した理
由とスポーツ施設を利用する理由との差異の
一要素となっているのではないかと考えられ
る。

図１　「施設利用目的」共起ネットワーク
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テキストマイニングの共起ネットワークの
結果から、「健康」「維持」「体重」「体力」「向上」

「目的」という単語で集団が形成されており、
この集団は運動・スポーツを実施する理由と
ほぼ一致していた。さらに、「施設」という
語句が抽出され、繋がりを確認すると、「仲間」

「交流」「指導」「安全」「友人」「利用」「安い」
等の集団が形成されている。スポーツ施設利
用という観点からは安価でスポーツが実施で
き、仲間や友人との交流や指導者の存在をも
とめスポーツ施設を利用することが伺える。
また、「ゴルフ」「バドミントン」「水泳」「野
球」等の語句が抽出されており、その各集団
を確認すると単一種目を練習するためや子ど
もとの関わりで施設を利用する傾向があるこ
とが示された。

運動・スポーツを実施する理由とスポーツ
施設を利用する理由は類似する項目が抽出さ
れることは、当然のことではあると考えられ
るが、自己の向上という観点で利用されてお
り、本研究で得られた結果を基に施設利用者
の構造化や類型化を図り、今後のスポーツ施
設利用者研究の一助としていく必要性が挙げ
られる。

５．まとめと今後の課題

本研究は、スポーツ施設利用者の施設を利
用する理由を抽出し、今後の研究資料となり
得る基本的情報を整理することを目的とし
た。

本研究で明らかとなったことは以下に集約
される。

（1）利用しているスポーツ施設は、「学校体
育・スポーツ施設」8.7％、「大学・高等
専門学校体育施設」0.7％、「公共スポー
ツ施設」39.2％、「民間スポーツ施設」
51.5％という結果であり、運動・スポー

ツ施設設置数と利用施設の関係性は確認
できなかった。

（2）公共スポーツ施設と民間スポーツ施設が
スポーツ施設利用の一躍を担っている。

（3）男性は女性より公共スポーツ施設を利用
し、女性は男性より民間スポーツを利用
しており、40代以上では民間スポーツ施
設を利用していた。

（4）運動・スポーツを実施する理由と施設を
利用する理由は健康・体力といった差異
のない項目もあるが、自己の効用をもと
める点に差異があった。

（5）安価でスポーツが実施でき、仲間との交
流や指導者の存在をもとめスポーツ施設
を利用する傾向にあった。

本研究は、スポーツ施設の利用目的の理由
に限定した基本的な情報のみの整理であった
が以下の課題が挙げられた。
①各種学校の体育・スポーツ施設を有効活用

できるような環境整備
②運動・スポーツ施設利用者目的の構造化・

類型化を実施し、より詳細な要因の検討
今後、スポーツ施設研究の一助となるよう

本研究で得られた結果をもとに、年代・居住
地・職業・年収等でもグラフィックとの関係
性や公共スポーツ施設と民間スポーツ施設と
の差異や利用目的の構造化や類型化に着手し
より具体的な研究を実施していく必要があ
る。
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